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大豆の紫斑粒が多くなっています！

県内１５地点の大豆定点ほの子実を調査した結果、すべてのほ場で紫斑粒の発生がみ

られ、ほ場率、紫斑粒率ともに過去１０年で最高になりました。１地点では紫斑粒率が

４７ .９％となるなど、一部の地点では大きな被害を出しています(表１ ,２)。今後、出

荷調整や来年度のは種時に紫斑粒を丁寧に除去してください。

なお、現在、今回の多発生の原因を究明中です。

表１ 経年値との比較 表２ 各ほ場の紫斑粒率

年度 ほ場率 紫斑粒率 ほ 場 紫斑粒率

（％） （％） （％）

本年 １００ ５ .４ 北部Ａ １ .０
(平年値) ５８ .７ ０ .４ Ｂ ８ .９

H ２０ ７３ .３ ０ .９ Ｃ ２ .９
Ｈ１９ ５３ .３ ０ .２ Ｄ ０ .１
Ｈ１８ ４０ .０ ０ .８ Ｅ ０ .１
Ｈ１７ ８１ .３ ０ .７ Ｆ ０ .２
Ｈ１６ ８７ .５ ０ .９ Ｇ １ .６
Ｈ１５ ４２ .９ ０ .１ Ｈ ０ .１
Ｈ１４ ４３ .８ ０ .１ 中部Ａ ９ .９
Ｈ１３ ５６ .３ ０ .２ Ｂ １ .０
Ｈ１２ ５６ .３ ０ .２ Ｃ ０ .６
Ｈ１１ ５２ .９ ０ .１ Ｄ ３ .８
＊平年値：過去１０年の平均値 Ｅ ４７ .９

南部Ａ ７ .５
Ｂ １ .０

調査株数：８～１０株

防除対策

○発病したほ場は速やかに秋耕を行う。

○種子を更新する。やむを得ず自家採種する場合、紫斑粒を丁寧に除去し、健全粒を使用する。

○来年度は種子消毒を必ず行い、生育期の防除を徹底する。

詳しくは農業環境指導センター(http://www.jppn.ne.jp/tochigi/ )までお問い合わせください。
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